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(57)【要約】
【課題】タービン及び発電システムの運転、性能、及び
／又は効率を分析するための作動流体センサシステムを
提供すること。
【解決手段】発電システムの運転を分析するよう適合さ
れた作動流体センサシステムが開示される。一実施形態
では、作動流体センサシステムは、タービン内に配置さ
れるよう適合されたセンサのセットを備え、該センサの
セットが、作動流体に曝すためにタービンの流路内に延
びたプローブ部を含み、該プローブ部が、作動流体によ
ってプローブ部に作用する力に反応して、作動流体の含
水量を示すよう適合されている。
【選択図】　　　図１



(2) JP 2013-139767 A 2013.7.18

10

20

30

40

50

【特許請求の範囲】
【請求項１】
　タービン内に配置されるよう適合されたセンサのセットを備えた作動流体センサシステ
ムであって、前記センサのセットが、作動流体に曝すために前記タービンの流路内に延び
たプローブ部を含み、前記プローブ部が、前記作動流体によって前記プローブ部に作用す
る力に反応して、作動流体の含水量を示すよう適合されている、システム。
【請求項２】
　前記センサのセットが、所定の時間期間の間前記作動流体に曝されるように適合されて
いる、請求項１記載のシステム。
【請求項３】
　前記センサのセットが、前記作動流体によって浸食されるように適合されている、請求
項１記載のシステム。
【請求項４】
　前記センサのセットが、浸食性コーティング又は浸食性シースのうちの少なくとも１つ
を含む、請求項１記載のシステム。
【請求項５】
　前記センサのセットに接続され、前記作動流体によって前記プローブ部に作用する力を
測定するよう構成されたロードセルと、
　前記ロードセル及び前記センサのセットに通信可能に接続されたコンピュータデバイス
と、
を更に備え、前記コンピュータデバイスが、前記ロードセルから得られた測定された力値
と、前記センサのセットから得られた流れデータとを処理して、前記作動流体内の前記プ
ローブ部の抗力係数を決定するよう適合されている、請求項１記載のシステム。
【請求項６】
　前記コンピュータデバイスが更に、前記抗力係数に基づいて前記タービンの作動特性又
は前記タービンの効率のうちの少なくとも１つを決定するよう構成されている、請求項５
記載のシステム。
【請求項７】
　前記センサのセットが、前記タービンの流路を横断する、請求項１記載のシステム。
【請求項８】
　前記センサのセットが、前記流路の外周の周りにほぼ等距離で配置される４つのプロー
ブを含む、請求項１記載のシステム。
【請求項９】
　前記センサのセットに通信可能に接続されたコンピュータデバイスを更に備え、前記コ
ンピュータデバイスが、前記プローブ部によって示された含水量を処理して、前記タービ
ンの作動特性又は前記タービンの効率のうちの少なくとも１つを決定するよう適合されて
いる、請求項１記載のシステム。
【請求項１０】
　タービンの作動特性を決定するよう適合された少なくとも１つのコンピュータデバイス
を備えたシステムであって、前記コンピュータデバイスが、
　前記タービンにおける作動流体の流れに曝されるセンサのセットから、前記センサのセ
ットに対する抗力係数、前記作動流体の温度、前記タービンにおける現行の周囲条件のセ
ット又は前記センサのセットに対する前記作動流体の浸食作用のうちの少なくとも１つを
含む流れデータを取得し、
　前記流れデータに基づいて作動流体の含水量を決定し、
　前記作動流体の含水量に基づいて前記タービンについての作動特性を決定する、
ことを含む動作を実施することにより、前記タービンの作動特性を決定する、システム。
【請求項１１】
　複合サイクル発電システムであって、
　ガスタービンと、
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　前記ガスタービンに動作可能に接続された熱回収蒸気発生器（ＨＲＳＧ）と、
　前記ＨＲＳＧに動作可能に接続された蒸気タービンと、
　前記ガスタービン又は前記蒸気タービンの少なくとも１つに動作可能に接続された発電
機と、
　前記蒸気タービン内に配置されるよう適合されたセンサのセットと、
を備え、前記センサのセットが、前記蒸気タービンの流路内に延びて作動流体に曝される
プローブ部を含み、前記プローブ部が、前記作動流体により加えられた力に対して前記プ
ローブ部上で反応し、前記作動流体の含水量を示すよう適合されている、複合サイクル発
電システム。
【請求項１２】
　前記センサのセットが、所定の時間期間の間前記作動流体に曝されるように適合されて
いる、請求項１１記載の複合サイクル発電システム。
【請求項１３】
　前記センサのセットが、前記作動流体によって漸次的に浸食されるように適合されてい
る、請求項１１記載の複合サイクル発電システム。
【請求項１４】
　前記センサのセットが、浸食コーティング又は浸食シースのうちの少なくとも１つを含
む、請求項１１記載の複合サイクル発電システム。
【請求項１５】
　前記センサのセットに接続され、前記作動流体によって前記プローブ部に作用する力を
測定するよう構成されたロードセルと、
　前記ロードセル及び前記センサのセットに通信可能に接続されたコンピュータデバイス
と、
を更に備え、前記コンピュータデバイスが、前記ロードセルから得られた測定された力値
と、前記センサのセットから得られた流れデータとを処理して、前記作動流体内の前記プ
ローブ部の抗力係数を決定するよう適合されている、請求項１１記載の複合サイクル発電
システム。
【請求項１６】
　前記コンピュータデバイスが更に、前記抗力係数に基づいて前記蒸気タービンの作動特
性又は前記タービンの効率のうちの少なくとも１つを決定するよう構成されている、請求
項１５記載の複合サイクル発電システム。
【請求項１７】
　前記センサのセットが、前記蒸気タービンの流路を横断する、請求項１１記載の複合サ
イクル発電システム。
【請求項１８】
　前記センサのセットが、前記流路の外周の周りにほぼ等距離で配置される４つのプロー
ブを含む、請求項１１記載の複合サイクル発電システム。
【請求項１９】
　前記センサのセットに通信可能に接続されたコンピュータデバイスを更に備え、前記コ
ンピュータデバイスは、前記プローブ部によって示された含水量を処理して、前記タービ
ンの作動特性又は前記蒸気タービンの効率のうちの少なくとも１つを決定するよう適合さ
れている、請求項１１記載の複合サイクル発電システム。
【請求項２０】
　前記センサのセットが、前記蒸気タービンの流路の排気部分内に配置される、請求項１
１記載の複合サイクル発電システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本明細書で開示される主題は、発電プラントシステムに関し、より詳細には、タービン
及び発電システムの運転、性能、及び／又は効率を分析するための作動流体センサシステ
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ムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　一部にお発電プラントシステム（例えば、特定の原子力発電、単純サイクル及び複合サ
イクル発電プラントシステム）は、設計及び運転においてタービンを利用する。これらの
システム及びタービン（例えば、蒸気タービン、低圧蒸気タービン、その他）の一部の運
転及び性能の分析は、タービンの作動流体（例えば、排出蒸気）の含水量を分析すること
により支援及び／又は実施することができる。この分析によって、技師及び／又は設計者
が保守、設計調整及びプラント運転（例えば、どのタービンをどの時点で作動させるか、
特定のタービンについて運転パラメータを調整する必要があるか否か、特定のタービンに
ついて保守を実施する必要があるか否か、その他）に関する情報を十分に得た上で決定を
下すことが可能とすることができる。低圧（ＬＰ）蒸気タービンを組み込んだシステムで
は、ＬＰタービン排出蒸気の測定含水量は、ＬＰタービン排出圧力、ＬＰタービン入口圧
力、及びＬＰタービン作動温度に関するデータと共に使用して、ＬＰタービン効率を計算
することができる。従って、タービン、特にタービン排気内の含水量を迅速に、正確且つ
確実に測定することが望ましい。一部の発電プラントシステムは、タービン内の作動流体
の含水量を求めるために排出蒸気のサンプルを抽出して分析することに頼っている。他の
システムでは、排出蒸気の含水量を決定するために、減光理論を用いた光学センサの利用
を試みている。しかしながら、サンプルは、取得及び試験を行うのが困難な場合があり、
光学センサの設置、較正、及び作動を低コストで又は効率的に実施できない可能性がある
。従って、これらのシステムは、正確さに欠け、時間を要し、技術的に複雑で、及び／又
は実現可能ではない場合がある。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】米国特許第７２３１８３５号明細書
【発明の概要】
【０００４】
　発電システムの運転を分析するためのシステムが開示される。一実施形態では、作動流
体センサシステムは、タービン内に配置されるよう適合されたセンサのセットを備え、該
センサのセットが、作動流体に曝すためにタービンの流路内に延びたプローブ部を含み、
該プローブ部が、作動流体によってプローブ部に作用する力に反応して、作動流体の含水
量を示すよう適合されている。
【０００５】
　本発明の第１の態様は、タービン内に配置されるよう適合されたセンサのセットを備え
、該センサのセットが、作動流体に曝すためにタービンの流路内に延びたプローブ部を含
み、該プローブ部が、作動流体によってプローブ部に作用する力に反応して、作動流体の
含水量を示すよう適合されているシステムを提供する。
【０００６】
　本発明の第２の態様は、タービンの作動特性を決定するよう適合された少なくとも１つ
のコンピュータデバイスを備えたシステムを提供し、該コンピュータデバイスが、タービ
ンにおける作動流体の流れに曝されるセンサのセットから、センサのセットに対する抗力
係数、タービンにおける現行の周囲条件のセット又はセンサのセットに対する作動流体の
浸食作用のうちの少なくとも１つを含む流れデータを取得し、該流れデータに基づいて作
動流体の含水量を決定し、作動流体の含水量に基づいて前記タービンについての作動特性
を決定する、ことを含む動作を実施することにより、タービンの作動特性を決定する。
【０００７】
　本発明の第３の態様は、ガスタービンと、ガスタービンに動作可能に接続された熱回収
蒸気発生器（ＨＲＳＧ）と、ＨＲＳＧに動作可能に接続された蒸気タービンと、ガスター
ビン又は蒸気タービンの少なくとも１つに動作可能に接続された発電機と、蒸気タービン
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内に配置されるよう適合されたセンサのセットとを備え、センサのセットが、蒸気タービ
ンの流路内に延びて作動流体に曝されるプローブ部を含み、該プローブ部が、作動流体に
より加えられた力に対してプローブ部上で反応して、作動流体の含水量を示すよう適合さ
れている、複合サイクル発電システムを提供する。
【０００８】
　本発明のこれら及び他の特徴は、本発明の種々の実施形態を示した添付図面を参照しな
がら、本発明の種々の態様に関する以下の詳細な説明から容易に理解されるであろう。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】本発明の一実施形態による、蒸気タービンの一部の概略切り欠き図。
【図２】本発明の一実施形態による、蒸気タービンの一部の概略切り欠き図。
【図３】本発明の一実施形態による、蒸気タービンの一部の概略切り欠き図。
【図４】本発明の一実施形態による、蒸気タービンの一部の概略切り欠き図。
【図５】本発明の一実施形態による、蒸気タービンの一部の概略切り欠き図。
【図６】本発明の一実施形態による、蒸気タービンの一部の概略切り欠き図。
【図７】本発明の一実施形態によるシステムを含む環境の概略図。
【図８】本発明の一実施形態によるプロセスを示す方法のフロー図。
【図９】本発明の一実施形態による、複数シャフト複合サイクル発電プラントの一部の概
略図。
【図１０】本発明の一実施形態による、単一シャフト複合サイクル発電プラントの一部の
概略図。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　本発明の図面は縮尺通りではない点に留意されたい。当該図面は、本発明の典型的な態
様のみを描くことを意図しており、従って、本発明の範囲を限定するものとみなすべきで
はない。図面では、同じ参照符号は、複数の図面にわたり同じ要素を示している。
【００１１】
　本明細書で示されるように、本発明の態様は、タービンにおける作動流体（例えば、蒸
気）についての流れデータセット（例えば、センサセットの抗力係数、作動流体の温度、
タービンでの現行の周囲条件のセット、センサセットに対する作動流体の浸食作用、含水
量値、その他）を取得して処理することによって、タービンの運転を分析するよう構成さ
れたシステムを提供する。これらのシステムは、タービンの流路内に配置されたセンサの
セットを含み、作動流体と相互作用して、流れデータセット（例えば、センサセットの抗
力係数、作動流体の温度、タービンでの現行の周囲条件のセット、センサセットに対する
作動流体の浸食作用、含水量値、その他）についてのデータ流れ値を取得するようにする
。
【００１２】
　一部の発電システム（例えば、蒸気タービン、ガスタービン、その他を含む）の設計及
び運転は、構成要素の保守、及び／又は幾つかの運転パラメータの規制及び漸次的調整を
含むことができる。運転パラメータの調整及び／又は保守業務の性能は、システム及び／
又は構成要素（例えば、システム内のタービン）の効率によって規定することができる。
所与のタービンにおける作動流体の含水量測定値により、タービンの効率／性能特性の直
接的でリアルタイムの決定を可能にすることができる。しかしながら、現行のシステムは
、タービンにおける含水量を測定する迅速で、日常的で及び／又は正確な方法を有してい
ない。含水量測定及びタービン効率分析に正確さと確実さに欠ける結果、非最適な設計、
保守作業の遅れ及び不適切さ、並びにシステム効率の低下を生じる可能性がある。
【００１３】
　従来システムとは対照的に、本発明の実施形態は、タービン運転を正確且つ確実に分析
するシステムを提供する。本システムは、センサのセットをタービンの作動流体の流路内
に拡張し、これによりセンサセットを作動流体に直接曝して、センサセットを作動流体と
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反応させるようにする。センサセットの反応（例えば、表面浸食、抗力係数、その他）に
より、所与の運転範囲（例えば、特定速度、特定負荷特性、特定状態、その他）における
タービンの流れデータを生成する。流れデータセットの分析により、作動流体の含水量及
び関連タービン性能レベルが決定される。
【００１４】
　当業者には理解されるように、本明細書で記載されるシステムは、例えば、発電プラン
トシステム、発電システム、タービンシステム、その他の一部として、システム、方法、
オペレータディスプレイ又はコンピュータプログラム製品として具現化することができる
。従って、本発明の実施形態は、完全ハードウェア実施形態、完全ソフトウェア実施形態
（ファームウェア、常駐ソフトウェア、マイクロコード、その他を含む）、或いはソフト
ウェア及びハードウェア態様を組み合わせた実施形態の形態をとることができ、本明細書
ではこれら全てを総称して「回路」、「モジュール」又は「システム」と呼ぶ。
【００１５】
　１以上のコンピュータ使用可能な、或いはコンピュータ読取り可能な（可読）媒体のあ
らゆる組み合わせを利用することができる。コンピュータ使用可能な又はコンピュータ読
取り可能な媒体は、例えば限定ではないが、電子、磁気、光学、電磁、赤外線又は半導体
のシステム、装置又はデバイスとすることができる。コンピュータ可読媒体のより具体的
な実施例（非網羅的リスト）には、以下のもの、つまり１以上の配線を有する電気接続、
ポータブルコンピュータディスケット、ハードディスク、ランダムアクセスメモリ（ＲＡ
Ｍ）、読取り専用メモリ（ＲＯＭ）、消去プログラム可能読取り専用メモリ（ＥＰＲＯＭ
又はフラッシュメモリ）、光ファイバ、ポータブルコンパクトディスク読取り専用メモリ
（ＣＤ－ＲＯＭ）、光学記憶装置、インターネット又はイントラネットをサポートするも
ののような伝送媒体、或いは磁気記憶装置が含まれる。コンピュータ使用可能な又はコン
ピュータ読取り可能な媒体は、プログラムが例えば紙又はその他の媒体の光学スキャニン
グにより電子的にキャプチャされ、次に必要に応じてコンパイルされ、翻訳され、或いは
好適な方法で処理されて、次いでコンピュータメモリ内に記憶することができるので、プ
ログラムを印刷した紙又は別の好適な媒体であってもよい。本明細書において、コンピュ
ータ使用可能な又はコンピュータ読取り可能な媒体は、命令実行システム、装置又はデバ
イスにより使用され、或いはこれらと関連して使用されるプログラムを内蔵、記憶、通信
又は伝送することができるあらゆる媒体とすることができる。コンピュータ使用可能な媒
体は、共に具体化されたコンピュータ使用可能なプログラムコードをベースバンド内又は
搬送波の一部として備えた送信データ信号を含むことができる。コンピュータ使用可能な
プログラムコードは、限定ではないが、無線、有線、光ファイバケーブル、ＲＦなどを含
むあらゆる適切な媒体を使用して伝送することができる。
【００１６】
　本発明の動作を実施するためのコンピュータプログラムコードは、ジャバ（Ｊａｖａ（
登録商標））、スモールトーク（Ｓｍａｌｌｔａｌｋ）、Ｃ＋＋などのようなオブジェク
ト指向プログラミング言語、並びに「Ｃ」プログラミング言語又は同様のプログラミング
言語のような従来型手続きプログラミング言語を含む、１以上のプログラミング言語のあ
らゆる組み合わせで記述することができる。プログラムコードは、ユーザのコンピュータ
上で完全に、スタンドアロンソフトウェアパッケージとしてユーザのコンピュータ上で部
分的に、ユーザのコンピュータ上で部分的に且つリモートコンピュータ上で部分的に、或
いはリモートコンピュータ又はサーバ上で完全に実行することができる。後者の状況では
、リモートコンピュータは、ローカルエリアネットワーク（ＬＡＮ）又は広域ネットワー
ク（ＷＡＮ）を含むあらゆるタイプのネットワークを介してユーザのコンピュータに接続
することができ、或いはこの接続は、外部コンピュータに対して（例えば、インターネッ
トサービスプロバイダを使用してインターネットを介して）行うことができる。
【００１７】
　これらのコンピュータプログラム命令はまた、コンピュータ又はその他のプログラム可
能データ処理装置に指示して特定の様式で機能させることができるコンピュータ可読媒体
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内に記憶され、該コンピュータ可読媒体内に記憶した命令が、ブロック図の１つ又は複数
のブロックにおいて特定した機能／動作を実行する命令手段を含む製品を形成するように
することができる。
【００１８】
　コンピュータプログラム命令はまた、コンピュータ又はその他のプログラム可能データ
処理装置上にロードして、該コンピュータ又はその他のプログラム可能データ処理装置上
で一連の動作ステップを実行してコンピュータ実装プロセスを生成させるようにし、コン
ピュータ又はその他のプログラム可能データ処理装置上で実行される命令が、フローチャ
ート及び／又はブロック図の１つ又は複数のブロックにおいて特定した機能／動作を実行
するプロセスを構成するようにすることができる。
【００１９】
　図面を参照すると、流れデータセットを生成し分析することにより、タービン及び発電
システムの運転、性能、及び／又は効率を分析するよう構成されたシステムの実施形態が
開示される。図の構成要素の各々は、図１～１０に示すような有線、無線又は他の従来の
手段を介して接続することができる。具体的には、図１を参照すると、本発明の実施形態
によるタービン１１０（例えば、蒸気タービン）の一部を含む例示的な環境１００が示さ
れる。タービン１１０は、該タービン１１０において流路１１７に通信可能に接続された
作動流体センサシステム１２０を含むことができる。作動流体センサシステム１２０は、
流路１１７内に配置されたセンサ１４０のセットに接続されるコンピュータデバイス１２
２を含むことができる。センサ１４０のセットは、流路１１７内の作動流体１０７に曝さ
れ／これと相互作用するプローブ１４２を含む。コンピュータデバイス１２２は、作動流
体１０７とセンサ１４０のセットとの間の相互作用を監視及び／又は分析し、この相互作
用に基づいて流れデータセットを生成するよう構成される。
【００２０】
　本発明の一実施形態では、センサ１４０のセットは、タービン１１０に接続され且つ流
路１１７の一部を拡張／遮断するよう適合されたプローブ部１４２（例えば、円筒、翼形
部、その他）のあらゆる数又は組み合わせを含むことができる。これらのプローブ部１４
２は、拡張可能且つ流路１１７から取り外し可能であり、タービン１１０の運転中に作動
流体１０７に接触するよう適合させることができる。一実施形態では、プローブ部１４２
は、タービン１１０の一部が設計点条件（例えば、特定負荷、特定速度、その他）にて安
定化されると、流路１１７に挿入することができる。作動流体１０７への曝露及び／又は
作動流体１０７によって加えられた力に対するプローブ部１４２の反応を用いて、流れデ
ータセットを作成し、及び／又は作動流体１０７の含水量を決定することができる。
【００２１】
　一実施形態では、プローブ部１４２は、所定の時間期間の間作動流体１０７に曝された
後に取り外され、分析されて流れデータセットを作成し、作動流体１０７の流れ特性及び
／又はタービン１１０の作動特性（例えば、作動流体１０７の含水量、タービン１１０の
作動状態、タービン１１０の性能、その他）を決定することができる。一実施形態では、
作動流体１０７とセンサ１４０のセットとの間の接触は、プローブ部１４２を浸食する可
能性がある。一実施形態では、センサ１４０のセットは、作動流体１０７への曝露の前後
で重量を量ることができ、作動流体１０７への曝露の前と作動流体１０７への曝露の後で
のセンサ１４０のセットの重量の差違によりプローブ部１４２の浸食速度が決定付けられ
る。次いで、決定された浸食速度を用いて、作動流体１０７の含水量を計算及び／又は決
定することができる。別の実施形態では、プローブ部１４２の粗度の決定（例えば、テク
スチャ／表面粗度の決定）は、作動流体１０７への曝露の後に行うことができる。次いで
、粗度の決定は、作動流体１０７への曝露の前からのプローブ部１４２の既知の粗度と比
較してプローブ部１４２の浸食速度を決定し、従って、作動流体１０７の含水量を決定す
ることができる。一実施形態では、センサ１４０のセットは、犠牲プローブ／試料を含む
ことができる。別の実施形態では、センサ１４０のセットは、該センサ１４０のセットの
一部の周りに配置された犠牲／浸食コーティングを含むことができる。一実施形態では、
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浸食コーティングは、低耐浸食性を有することができる。別の実施形態では、センサ１４
０のセットは、センサ１４０の少なくとも一部の周りに配置された浸食シースを含むこと
ができる。一実施形態では、浸食シースは、低耐浸食性を有することができる。
【００２２】
　別の実施形態では、センサ１４０のセットは、作動流体１０７の流れによって加えられ
るプローブ部１４２に対する抗力値（例えば、抗力係数）のセットを決定するよう適合す
ることができる。一実施形態では、コンピュータデバイス１２２は、センサ１４０のセッ
トによって決定される抗力係数に基づいて作動流体１０７の含水量を決定することができ
る。一実施形態では、センサ１４０のセットは、温度計と、圧力トランスデューサ１８７
（仮想線で示す）のセットとを含むことができ、コンピュータデバイス１２２は、ロード
セルを含むことができる。コンピュータデバイス１２２は、温度計、圧力トランスデュー
サ１８７のセット及びロードセルから得られたデータを処理し、プローブ部１４２の抗力
係数を決定することができる。一実施形態では、複数の圧力トランスデューサ１８７は、
プローブ部１４２の中央付近に配置することができる。一実施形態では、圧力トランスデ
ューサ１８７のセットは、プローブ部１４２内に配置され、プローブ部１４２内に形成さ
れたポート１８８（仮想線で示す）のセットを介して作動流体１０７ｂに曝すことができ
る。一実施形態では、コンピュータデバイス１２２は、センサ１４０のセットにおける各
プローブ部１４２間で決定された抗力係数の差に基づいて作動流体１０７の含水量を決定
することができる。一実施形態では、プローブ部１４２は、互いに対して様々な形状を有
することができる。別の実施形態では、コンピュータデバイス１２２は、センサ１４０の
セットによって決定された抗力係数の平均に基づいて作動流体１０７の含水量を決定する
ことができる。一実施形態では、コンピュータデバイス１２２は、タービン１１０の外部
に配置することができる。一実施形態では、コンピュータデバイス１２２は、タービン１
１０の位置に対して遠隔に配置（例えば、発電プラントの別個の部分、地理的に異なる場
所、その他）することができる。別の実施形態では、コンピュータデバイス１２２は、タ
ービン１１０の内部構成要素であってもよい。センサ１４０のセットは、タービン１１０
全体にわたって配置された、センサデバイス、トランスデューサ、温度計、その他の組み
合わせを含む、現在公知の又は将来開発される何れかの検知デバイスを含むことができる
。
【００２３】
　図２に参照すると、実施形態による、流路を定めるタービン１１０の一部の概略部分切
り欠き図が示される。図１と図２の間で同様の参照符号が付与された要素は、図１を参照
して説明されたように実質的に同様とすることができる。更に、図２～１０を参照して図
示され説明される実施形態では、同様の参照符号の付与は、同じ要素を表すことができる
。これらの要素の冗長的な説明は、明確にするために省略している。最終的に、図１～１
０及びこれらに付随する説明の構成要素は、本明細書で記載されるあらゆる実施形態に適
用することができる。
【００２４】
　図２に戻ると、本実施形態では、タービン１１０は、第１のプローブセンサ１４２、第
２のプローブセンサ１４４、及びタービン１１０の一部に接続され且つ流路１１７と接触
したスクープセンサ１４６とを含むことができる。第１のプローブセンサ１４２は、ター
ビン１１０の一部に接続され、流路１１７に部分的に延びる。一実施形態では、第１のプ
ローブセンサ１４２は、翼形部形状を含むことができる。別の実施形態では、第１のプロ
ーブセンサ１４２は、円筒形状を含むことができる。第２のプローブセンサ１４４は、タ
ービン１１０の複数の部分に接続され、ロータ１１９の上を流路１１７の一部を通って横
断／延伸することができる。一実施形態では、第２のプローブセンサ２４４は、流路１１
７を複数の別個の部分に分けて分析する。スクープセンサ１４６は、流路１１７の一部に
延びて、カップ又はスコップ様の形状を有する。一実施形態では、スクープセンサ１４６
は、タービン１１０の運転中に作動流体１０７の一部を取り込むように適合されている。
第１のプローブセンサ１４２、第２のプローブセンサ１４４、スクープセンサ１４６、及
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び／又はセンサ１４０のセットの何れもが、現在公知又は将来開発される何らかの方法で
タービン１１０に取り付けることができる点は理解される。一実施形態では、アパーチャ
のセットをタービン１１０内に形成し、第１のプローブセンサ１４２、第２のプローブセ
ンサ１４４、スクープセンサ１４６、及び／又はセンサ１４０のセットの挿入、取り出し
、及び／又は固定を可能にすることができる。
【００２５】
　図３を参照すると、実施形態による流路を定めるタービン１１０の一部の概略部分切り
欠き図が示される。この実施形態では、センサ１４０のセットは、タービン１１０の周り
で間隔を置いて配置されて流路１１７内に延びる複数のセンサを含む。一実施形態では、
センサ１４０のセットは、流路１１７の周りで円周方向に間隔を置いて配置された４つの
センサを含む。一実施形態では、センサ１４０のセットは、流路１１７の外周の周りにほ
ぼ等距離で配置される。別の実施形態では、センサ１４０のセットは、横断プローブ及び
レーキによる低圧診断試験手法を補完するよう適合することができ、このセンサのセット
は、既存のアパーチャ、ブラケット、及び／又は試験構成要素を固定するように設計され
た他のハードウェアに取り付けられ及び／又は内部に設置される。センサ１４０のセット
、第１のプローブセンサ１４２、第２のプローブセンサ１４４、及びスクープセンサ１４
６は、特定の角度で流路１１７内に配置されて図示されているが、これらのセンサは、タ
ービン１１０及び／又は流路１１７内であらゆる角度、構成又は向きに配置できる点は理
解される。更に、センサ１４０のセットは、第１のプローブセンサ１４２、第２のプロー
ブセンサ１４４、スクープセンサ１４６又は現在公知の又は将来開発される他の何れかの
センサもしくはセンサ形状のあらゆる数又は組み合わせを含むことができる。
【００２６】
　図４を参照すると、実施形態による作動流体センサシステム１２１を含むタービン１１
０の一部の概略部分切り欠き図が示されている。この実施形態では、作動流体センサシス
テム１２１は、タービン１１０に接続された支持ブラケット１５４を含み、該支持ブラケ
ットは、プローブセンサ１５０に接続されたロードセルを支持するよう適合されている。
一実施形態では、プローブセンサ１５０は、タービン１１０により定められる流路１１７
内に延びることにより、作動流体１０７に曝される。作動流体１０７が流路１１７を通っ
て移動すると、該作動流体１０７がプローブセンサ１５０に力を及ぼし、これはロードセ
ル１５２により測定することができる。一実施形態では、ロードセル１５２は、測定され
た力に基づき、プローブセンサ１５０にかかる抗力係数を計算することができる。別の実
施形態では、ロードセル１５２は、力の測定値をコンピュータデバイス１２２（図７に示
す）に送信することができ、該コンピュータデバイス１２２は、測定した力を処理して、
プローブセンサ１５０に対する抗力係数、関連する作動流体１０７の含水量、及び／又は
タービン１１０のあらゆる数の作動特性を決定することができる。一実施形態では、コン
ピュータデバイス１２２は、プローブセンサ１５０の抗力係数に基づいてタービン１１０
の効率及び／又は少なくとも１つの作動特性を決定することができる。
【００２７】
　図５を参照すると、実施形態による作動流体センサシステム１２３を含むタービン１１
０の一部の概略部分切り欠き図が示される。この実施形態では、作動流体センサシステム
１２３は、スクープセンサベースシステム１４７を介してタービン１１０に接続されたス
クープセンサ１４６を含む。一実施形態では、スクープセンサ１４６は、タービン１１０
により定められる流路１１７内に延びて作動流体１０７に曝される。作動流体１０７が流
路１１７を通って移動すると、該作動流体１０７がスクープセンサ１４６に力を及ぼし、
これはスクープセンサベースシステム１４７により測定及び／又は分析することができる
。一実施形態では、スクープセンサ２４６は、作動流体１０７内のある量の水を取り込み
、取り込んだ水をスクープセンサベースシステム１４７に運び、定量化し及び／又は更に
分析することができる。一実施形態では、スクープセンサベースシステム１４７は、スク
ープセンサ１４６によって取り込まれた水の量並びにスクープセンサ１４６が作動流体１
０７に対して曝された時間期間に基づいて作動流体１０７の含水量を決定することができ
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る。別の実施形態では、スクープセンサベースシステム１４７は、スクープセンサ１４６
によって取り込まれた水量の測定値をコンピュータデバイス１２２（図７に示す）に送信
し、該コンピュータデバイス１２２がこの測定値を処理して作動流体１０７の含水量を決
定することができる。別の実施形態では、スクープセンサベースシステム１４７は、測定
された力に基づいてスクープセンサ１４６に対する抗力係数を計算することができる。別
の実施形態では、スクープセンサベースシステム１４７は、力の測定値をコンピュータデ
バイス１２２（図７に示す）に送信し、該コンピュータデバイス１２２がこの測定された
力を処理して、スクープセンサ１４６の抗力係数、作動流体１０７の関連する含水量、及
び／又はタービン１１０のあらゆる数の作動特性を決定することができる。
【００２８】
　図６を参照すると、実施形態による作動流体センサシステム１２５を含むタービン１１
０の一部の概略部分切り欠き図が示される。この実施形態では、作動流体センサシステム
１２５は、タービン１１０に接続されたベースブラケット１４９を含み、該ベースブラケ
ット１４９は、横プローブセンサ１５７を支持するよう適合されている。一実施形態では
、横プローブセンサ１５７は、流路１１７内に延びて、作動流体１０７に曝される。作動
流体１０７が流路１１７を通って移動すると、該作動流体１０７は、横プローブセンサ１
５７に力を及ぼし、横プローブセンサ１５７の表面を浸食させる。一実施形態では、横プ
ローブセンサ１５７は、流路１１７を横断する。一実施形態では、ベースブラケット１４
９は、横プローブセンサ１５７をタービン１１０に固定するよう適合される。
【００２９】
　一実施形態では、ベースブラケット１４９は、技師により操作可能にすることができ、
これにより流路１１７からの挿入及び取り出しが可能になる。一実施形態では、技師は、
所定の時間期間の間、横プローブセンサ１５７を流路１１７に挿入し、次いで、検査のた
め横プローブセンサ１５７を取り出すことができる。一実施形態では、技師は、作動流体
１０７に曝露した後に横プローブセンサ１５７の重量を量り、この重量を、作動流体１０
７に曝す前の横プローブセンサ１５７の既知の重量と比較することができる。次に、技師
は、曝露前後の横プローブセンサ１５７の重量間の差違に基づき、横プローブセンサ１５
７の浸食速度及び作動流体１０７の関連する含水量を決定することができる。別の実施形
態では、技師は、作動流体１０７に曝された後の横プローブセンサ１５７の表面状態（例
えば、粗度）を決定し、この表面状態を、作動流体１０７に曝す前の横プローブセンサ１
５７の既知の表面状態と比較することができる。次に、技師は、表面状態の差違を利用し
て、横プローブセンサ１５７の浸食速度及び作動流体１０７の関連する含水量を決定する
ことができる。一実施形態では、技師は、横プローブセンサ１５７に関する浸食速度又は
表面粗度の経時的な増加に基づいて、作動流体１０７の含水量及び／又はタービン１１０
効率を決定することができる。一実施形態では、技師は、測定した浸食速度又は表面粗度
の増大値と、検査室試験設備で策定された浸食速度又は表面粗度の増大値のセットとを相
関／比較することができる。この策定された値は、同等のプローブセンサに対して制御さ
れた環境で実施される試験のセットから得られる。一実施形態では、標準コード試験によ
るＬＰタービン効率を使用することで較正を行うことができる。コンピュータデバイス１
２２は、技師により実施された分析の何れかを実施することができる点は理解される。更
に、コンピュータデバイス１２２を用いて、取り出し及び挿入を含む横プローブセンサ１
５７の使用を自動化することができる。
【００３０】
　図７を参照すると、本発明の実施形態を含む、作動流体センサシステム１２４を含む例
示的な環境２００が示されている。環境２００は、本明細書で記載される種々のプロセス
を実施できるコンピュータインフラストラクチャ２０２を含む。詳細には、コンピュータ
インフラストラクチャ２０２は、作動流体センサシステム１２４を備えたコンピュータデ
バイス１２２を含めて図示され、該作動流体センサシステム１２４により、コンピュータ
デバイス１２２は、開示の処理ステップを実行することによりタービン１１０の作動を分
析できる。一実施形態では、コンピュータデバイス１２２は、センサ１４０のセットに対
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する抗力係数に基づいて、タービン１１０の効率及び／又は少なくとも１つの作動特性を
決定することができる。コンピュータソフトウェアは、ＬＰタービン効率計算に必要な所
要の熱力学変数の算出を可能にするため蒸気特性ルーチンを含むことができる。
【００３１】
　上述し且つ以下で詳細に検討するように、作動流体センサシステム１２４は、とりわけ
、本明細書で記載される運転／作動流体分析をコンピュータデバイス１２２が実行できる
技術的作用を有する。図７に示される種々の構成要素の一部は、コンピュータデバイス１
２２内に含まれる１以上のコンピュータデバイスに対して独立して実施し、組み合わせ、
及び／又はメモリ内に記憶することができる点は理解される。更に、構成要素及び／又は
機能の一部は実装されなくてもよく、或いは、追加のスキーマ及び／又は機能を作動流体
センサシステム１２４の一部として含めることもできる点は理解される。
【００３２】
　コンピュータデバイス１２２は、メモリ２１２、プロセッサユニット（ＰＵ）２１４、
入力／出力（Ｉ／Ｏ）インタフェース２１６、及びバス２１８を含めて図示されている。
更に、コンピュータデバイス１２２は、外部Ｉ／Ｏデバイス／リソース２２０及びストレ
ージシステム２２２と通信状態で示されている。当業者には周知のように、一般に、ＰＵ
２１４は、ＰＵ２１４は、メモリ２１２及び／又はストレージシステム２２２内に格納さ
れるコンピュータプログラムコード（作動流体センサシステム１２４などの）を実行する
。コンピュータプログラムコードを実行している間、ＰＵ２１４は、グラフィカルユーザ
インタフェース２３０及び／又は動作データ２３４などのデータを、メモリ２１２、スト
レージシステム２２２、及び／又はＩ／Ｏ）インタフェース２１６との間で読み込み及び
／又は書き込みを行うことができる。バス２１８は、コンピュータデバイス１２２におい
て構成要素の各々の間の通信リンクを提供する。Ｉ／Ｏデバイス２２０は、ユーザがコン
ピュータデバイス１２２と対話できるようにするあらゆるデバイス又は、コンピュータデ
バイス１２２が１以上の他のコンピュータデバイスと通信できるようにするあらゆるデバ
イスを含むことができる。入力／出力デバイス（限定ではないが、キーボード、ディスプ
レイ、ポインティングデバイス、その他）は、直接的か又は仲介Ｉ／Ｏコントローラを介
してシステムに結合することができる。
【００３３】
　一部の実施形態では、図７に示すように、環境２００は、任意選択的に、タービン１１
０及びコンピュータデバイス１２２に（例えば、無線又は有線手段を介して）通信可能に
接続された、第１のプローブセンサ２４２、第２のプローブセンサ２４４、及びスクープ
センサ２４６を含むことができる。第１のプローブセンサ２４２、第２のプローブセンサ
２４４、及びスクープセンサ２４６は、温度計、湿度検知装置、ガスタービン計器、蒸気
タービン計器、その他を含む、当該技術分野で公知のあらゆる数のセンサを含むことがで
きる。一部の実施形態では、コンピュータデバイス１２２及び／又は作動流体センサシス
テム１２４は、タービン１１０上又はその内部に配置することができる。
【００３４】
　何れの場合においても、コンピュータデバイス１２２は、ユーザがインストールしたコ
ンピュータプログラムコードを実行できるあらゆる汎用コンピュータ製造物品（例えば、
パーソナルコンピュータ、サーバ、ハンドヘルドデバイス、その他）を含むことができる
。しかしながら、コンピュータデバイス１２２は、種々の実施可能な等価コンピュータデ
バイス及び／又は開示事項の種々のプロセスステップを実施できる技師を表しているにす
ぎない点は理解される。この点に関して、他の実施形態では、コンピュータデバイス１２
２は、特定の機能を実施するハードウェア及び／又はコンピュータプログラムコードを備
えた何らかの専用のコンピュータ製造物品、専用及び汎用のハードウェア／ソフトウェア
の組み合わせを備えた何らかのコンピュータ製造物品、その他を含むことができる。何れ
の場合も、プログラムコード及びハードウェアは、標準のプログラミング及びエンジニア
リング技術をそれぞれ用いて作成することができる。一実施形態では、コンピュータデバ
イス１２２は、分散制御システムであるか又は含むことができる。別の実施形態では、コ
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ンピュータデバイス１２２は、ガスタービンと一体化することができる。別の実施形態で
は、コンピュータデバイス１２２は、蒸気タービンと一体化することができる。別の実施
形態では、コンピュータデバイス１２２は、発電システム１４０の一部とすることができ
る。一実施形態では、コンピュータデバイス１２２は、ＭＡＲＫ　ＶＩコントローラを含
むことができる。別の実施形態では、コンピュータデバイス１２２は、タービン１１０に
近接して位置する監視ユニットと、タービン１１０に遠隔の位置にあるプロセッシングユ
ニットとを含むことができる。
【００３５】
　図８を参照すると、本発明の実施形態による、例示的な方法の流れ図が示されている。
事前プロセスＰ０において、タービン１１０の運転が開始され、作動流体センサシステム
１２４及び／又はコンピュータデバイス１２２による分析のため試験レベル（例えば、速
度、特定負荷、特定運転パラメータのセット、その他）の状態にされる。すなわち、ター
ビン１１０の運転パラメータは、種々の蒸気温度、負荷又は他の運転パラメータの範囲か
ら選択され、選択範囲内で運転を安定させるよう構成される。選択されたタービン１１０
の運転条件の範囲は、必ずしも限定されるものではないが、タービン１１０の設計運転条
件を含む。一実施形態では、タービン１１０の運転パラメータは固定することができる。
別の実施形態では、タービン１１０の運転パラメータは、ベースレベルに設定されて、分
析中に変えることができる。この試験プロセスは、タービン１１０の自動／計画的分析、
タービン１１０の条件指示分析又はタービン１１０の手動／ユーザコマンドによる分析の
何れかとすることができる。事前プロセスＰ０に続いて、プロセスＰ１において、作動流
体センサシステム１２４が起動し、センサ１４０のセットのプローブ部１４２がタービン
１１０内の流路１１７に延びる。タービン１１０内への延伸及び／又は挿入により、プロ
ーブ部１４２は、タービン１１０の作動により流路１１７内に送られる作動流体１０７と
接触して反応する。プロセスＰ１に続いて、プロセスＰ２Ａにおいて、技師及び／又はコ
ンピュータデバイス１２２が作動流体１０７についての流れデータのセットを取得する。
流れデータは、メモリ２１２、ストレージシステム２２２、及び／又はセンサ１４０のセ
ットのうちの少なくとも１つから取得することができる。流れデータは、作動流体１０７
の温度、作動流体１０７の圧力、プローブ部１４２の浸食速度、作動流体１０７中のプロ
ーブ部１４２の抗力係数、その他を含むことができる。一実施形態では、センサ１４０の
セットは、ロードセル１５２に接続することができ、該ロードセルは、作動流体１０７に
ついてのリアルタイム及び／又は更新データ値を取得する。プロセスＰ２Ａに続いて、プ
ロセスＰ３Ｂにおいて、技師及び／又はコンピュータデバイス１２２が流れ特性データ２
３５（例えば、ルックアップテーブル、センサ１４０のセットについての既知の抗力係数
の事前生成曲線、蒸気タービン設計基準、その他）にアクセスし、センサ１４０のセット
を介してタービン１１０から取得された流れデータ２３４に基づいて作動流体１０７の含
水量を決定する。一実施形態では、流れ特性データ２３５は、制御条件下で運転検査室試
験タービンにおいて策定されて、同等の流れ特性データ２３５のセットを生成し、これが
取得した流れデータ２３４と相関させることができる。一実施形態では、作動流体１０７
の含水量は、プローブ部１４２の抗力係数を含水量の関数として考慮することにより決定
することができる。
【００３６】
　一実施形態では、技師、コンピュータデバイス１２２、及び／又はＰＵ２１４は、抗力
係数ルックアップテーブル、事前生成抗力係数曲線、及び／又は格納抗力係数データの何
れかにアクセスすることができる。技師、コンピュータデバイス１２２、及び／又はＰＵ
２１４は、抗力係数ルックアップテーブル、事前生成抗力係数曲線、及び／又は格納抗力
係数データの何れかにおけるデータ点と流れデータセット２３４とを比較し、作動流体１
０７の含水量を決定することができる。プロセスＰ３Ｂに続いて、プロセスＰ４において
、技師、コンピュータデバイス１２２、及び／又はＰＵ２１４は、決定した作動流体１０
７の含水量に基づいて、タービン１１０の作動状態及び／又は効率を決定することができ
る。
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【００３７】
　或いは、プロセスＰ３Ｂにおいて、プローブ部１４２は、所定の時間期間（例えば、数
分、数時間、数日、その他）の間、タービン１１０の作動中に流路１１７内に延びたまま
である。プローブ部１４２が所定の時間期間の間曝露された後、プローブ部１４２は流路
１１７から引き出される。プローブ部１４２の引き出しは、自動的か又は技師によって手
動で実施することができる。更に、プローブ部１４２は、同時に又は個別に引き出すこと
ができる。一実施形態では、センサ１４０のセットの各プローブ部１４２は、様々な時間
期間にわたり漸次的に引き出すことができる。何れにしても、プロセスＰ３Ｂに続いて、
プロセスＰ３Ｂにおいて、センサ１４０のセットが分析され、作動流体１０７への曝露の
効果を判断することができる。一実施形態では、センサ１４０のセットは、引き出された
後に重量を量ることができ、この重量は、センサ１４０のセットの作動流体１０７への曝
露前の既知の重量と比較され、センサ１４０のセットが受けた浸食損失量を求めることが
できる。次に、この浸食損失量は、関連の作動流体１０７の含水量を決定するのに使用さ
れる。別の実施形態では、プローブ部１４２の表面粗度は、引き出された後に求めること
ができる。この表面粗度は、プローブ部１４２の作動流体１０７への曝露前の既知の表面
粗度と比較され、作動流体１０７がプローブ部１４２にもたらした浸食影響を決定する。
次に、決定された浸食影響は、関連する作動流体１０７の含水量を求めるのに使用される
。プロセスＰ３Ｂに続いて、プロセスＰ４において、技師、コンピュータデバイス１２２
、及び／又はＰＵ２１４は、決定した作動流体１０７の含水量に基づいて、タービン１１
０の作動状態及び／又は効率を決定することができる。
【００３８】
　プロセスＰ４に続いて、プロセスＰ５において、技師、コンピュータデバイス１２２、
及び／又はＰＵ２１４は、センサ１４０のセットからの読取値に基づいて、メモリ２１２
、ストレージシステム２２２、及び／又は流れ特性データセット２３５の何れかを更新す
る。一実施形態では、これらのリアルタイムの読取値は、流れデータセット２３４を更新
し、予測ソフトウェアを較正し、運転条件及び／又はタービン設計仕様を調整するのに使
用される。これらの読取値は、メモリ２１２及びストレージシステム２２２の何れかに保
存され、コンピュータデバイス１２２による流れデータ分析及びタービン運転予測を強化
する。一実施形態では、これらの読取値は、コンピュータデバイス１２２による分析に織
り込まれる。
【００３９】
　図面のデータ流れ図及びブロック図は、本発明の種々の実施形態によるシステム、方法
、及びコンピュータプログラム製品の可能性のある実施例のアーキテクチャ、機能、及び
作動を例示している。この点において、フローチャート又はブロック図における各ブロッ
クは、特定のロジック機能を実現する１以上の実行可能命令を構成するコードのモジュー
ル、セグメント又は一部を表すことができる。また、特定の代替の実施構成において、ブ
ロックで示す機能は、図面に示す順番以外で起こり得ることを理解されたい。例えば、連
続して示した２つのブロックは、実際には、含まれる機能に応じて実質的に同時に実行す
ることができ又は場合によっては逆の順序で実行されてもよい。また、ブロック図及び／
又はフローチャート図の各ブロック、並びにブロック図及び／又はフローチャート図にお
けるブロックの組み合わせは、特定の機能又は動作を実施する専用ハードウェアベースの
システムによって、或いは、専用ハードウェアとコンピュータ命令の組み合わせによって
実施できる点に留意されたい。
【００４０】
　図９を参照すると、複数シャフト複合サイクル発電プラント５００の一部の概略図が示
される。複合サイクル発電プラント５００は、例えば、発電機５７０に動作可能に接続さ
れたガスタービン５８０を含むことができる。発電機５７０及びガスタービン５８０は、
シャフト５１５により機械的に結合することができ、該シャフト５１５は、ガスタービン
５８０と発電機５７０との間でエネルギーを伝達することができる。また、図９に示すの
は、ガスタービン５８０及び蒸気タービン５９２に動作可能に接続された熱交換器５８６
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である。熱交換器５８６は、従来の導管（番号の付与は省略）を介してガスタービン５８
０及び蒸気タービン５９２の両方に流体接続することができる。熱交換器５８６は、従来
の複合サイクル発電システムで使用されるような、従来の熱回収蒸気発生器（ＨＲＳＧ）
とすることができる。発電の技術分野において公知のように、ＨＲＳＧ５８６は、ガスタ
ービン５８０からの高温排出ガスを給水と組み合わせて使用して蒸気を生成し、これが蒸
気タービン５９２に送給される。蒸気タービン５９２は、任意選択的に、第２の発電機シ
ステム５７０に（第２のシャフト５１５を介して）結合することができる。発電機システ
ム５７０、ガスタービン５８０、ＨＲＳＧ５８６、及び蒸気タービン５９２の何れかは、
図７又は本明細書で記載される他の実施形態のコンピュータデバイス１２２を介して作動
流体センサシステム１２４に動作可能に接続することができる。発電機５７０及びシャフ
ト５１５は、当該技術分野で公知のあらゆるサイズ又はタイプのものとすることができ、
用途又は接続されるシステムに応じて異なることができる。発電機及びシャフトには明確
にするために同じ参照符号が付与されているが、これらの発電機又はシャフトは必ずしも
同一であることを示唆するものではない。発電機システム５７０及び第２のシャフト５１
５は、上述の発電機５７０及びシャフト５１５と実質的に同様に動作することができる。
本発明の一実施形態（仮想線で示す）において、作動流体センサシステム１２４は、コン
ピュータデバイス１２２を介して蒸気タービン５９２を監視するのに用いることができる
。図１０に示す別の実施形態では、単一シャフト複合サイクル発電プラント６００は、単
一のシャフト５１５を介してガスタービン５８０及び蒸気タービン５９２の両方に結合さ
れた単一の発電機５７０を含むことができる。ガスタービン５８０及び蒸気タービン５９
２は、図７又は本明細書で記載される他の実施形態のコンピュータデバイス１２２を介し
て作動流体センサシステム１２４に動作可能に接続することができる。
【００４１】
　本開示の作動流体センサシステムは、何れかの発電システム、複合サイクル発電システ
ム、タービン又は他のシステムに限定されず、他の発電システムと共に用いることができ
る。加えて、本発明のシステムは、本明細書で記載される作動流体センサシステムによっ
て提供される運転分析からの利益を受けることができる、本明細書で記載されていない他
のシステムと共に用いることができる。
【００４２】
　本明細書で考察されるように、種々のシステム及び構成要素は、「取得」及び／又は「
伝達」データ（例えば、運転データ、構成要素温度、システム仕様、その他）として説明
されている。対応するデータは、何らかの解決手段を用いて取得できることは理解される
。例えば、対応するシステム／構成要素は、データを生成し、及び／又はこれらを用いて
データを生成し、１以上のデータ記憶装置又はセンサ（例えば、データベース）からデー
タを取り出し、別のシステム／構成要素からデータを受け取り、及び／又は同様のことを
行うことができる。データが特定のシステム／構成要素によって生成されない場合、別の
システム／構成要素を図示のシステム／構成要素とは別に実装することができ、この別の
システム／構成要素は、データを生成して、これを当該システム／構成要素に提供し、及
び／又は当該システム／構成要素がアクセスできるようにデータを格納する。
【００４３】
　本明細書で使用される用語は、特定の実施形態を説明するためのものに過ぎず、本発明
を限定するものではない。本明細書で使用される単数形態は、前後関係から明らかに別の
意味を示さない限り、複数形態も含む。更に、本明細書内で使用する場合に、「含む」及
び／又は「備える」という用語は、そこに述べた特徴部、完全体、ステップ、動作、要素
及び／又は構成部品の存在を明示しているが、１以上の特徴部、完全体、ステップ、動作
、要素、構成部品及び／又はそれらの群の存在又は付加を排除するものではないことは理
解されるであろう。
【００４４】
　本明細書は、最良の形態を含む実施例を用いて本発明を開示し、更に、あらゆる当業者
があらゆるデバイス又はシステムを実施及び利用すること並びにあらゆる包含の方法を実
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施することを含む本発明を実施することを可能にする。本発明の特許保護される範囲は、
請求項によって定義され、当業者であれば想起される他の実施例を含むことができる。こ
のような他の実施例は、請求項の文言と差違のない構造要素を有する場合、或いは、請求
項の文言と僅かな差違を有する均等な構造要素を含む場合には、本発明の範囲内にあるも
のとする。
【符号の説明】
【００４５】
１０７　作動流体
１１０　タービン
１１７　流路
１１９　ロータ
１２０　流体センサシステム
１２１　作動流体センサシステム
１２２　コンピュータデバイス
１２３　作動流体センサシステム
１２４　作動流体センサシステム
１２５　作動流体センサシステム
１４０　センサのセット
１４２　プローブ部
１４４　第２のプローブセンサ
１４６　スクープセンサ
１４７　スクープセンサベースシステム
１４９　ベースブラケット
１５０　プローブセンサ
１５２　ロードセル
１５４　支持ブラケット
１５７　横プローブセンサ
１８７　圧力トランスデューサのセット
１８８　ポートのセット
２００　環境
２０２　コンピュータインフラストラクチャ
２１２　メモリ
２１４　プロセッサユニット（ＰＵ）
２１６　　入力／出力（Ｉ／Ｏ）インタフェース
２１８　バス
２２０　外部Ｉ／Ｏデバイス／リソース
２２２　ストレージシステム
２３０　グラフィカルユーザインタフェース
２３４　　流れデータ
２３５　流れ特性データ
５００　複数シャフト複合サイクル発電プラント
５１５　シャフト
５７０　発電機システム
５８０　ガスタービン
５８６　熱交換器（ＨＲＳＧ）
５９２　蒸気タービン
６００　単一シャフト複合サイクル発電プラント
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